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我
が
主
君
、宗
麟
と
共
に

大
友
家
随
一の
武
功
を
誇
る
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※「理」を「ただ」とする説もあり

　キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
し
て
戦
国
の
世
を
生
き
た
大
友
宗
麟
。
全
盛
期
に
は
北
部
九
州
６
国
を
支
配

し
勢
力
を
誇
り
ま
し
た
が
、そ
こ
に
は
有
名
無
名
に
関
わ
ら
ず
、多
く
の
人
々
の
支
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　今
回
は
、
大
友
宗
麟
の
栄
華
を
支
え
た
武
将
や
、
宗
麟
と
交
流
を
持
ち
、
彼
が
世
界
の
国
や
文
化

に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
人
物
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
大
友
家
の
お
家
騒
動
を
重
臣
一
家
を
通
し
て
描
い
た
本
格
歴
史
小
説
『
大
友
二
階
崩
れ
』

で
第
９
回
日
経
小
説
大
賞
を
受
賞
し
た
作
家
・
赤
神
諒
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
ま
す
。

あ
か
が
み
り
ょ
う

　各
地
の
反
乱
鎮
圧
は
も
ち
ろ
ん
、
毛
利
元

就
や
龍
造
寺
隆
信
な
ど
多
く
の
強
敵
と
の
戦

い
で
活
躍
し
た
道
雪
。
敵
が
予
期
せ
ぬ
変
幻

自
在
の
戦
法
を
用
い
る
策
士
ぶ
り
で
、
そ
の

名
を
全
国
に
知
ら
し
め
ま
し
た
。

　武
功
を
誇
る
道
雪
な
ら
で
は
の
有
名
な
伝

説
は
、
落
雷
を
「
千
鳥
」
と
い
う
刀
で
切
り

つ
け
た
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

こ
の
刀
は
「
雷
切
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
（
左
写
真
）。
落
雷
の
影
響
で
足

が
不
自
由
に
な
り
ま
す
が
、
亡
く
な
る
そ
の

直
前
ま
で
輿
に
乗
っ
て
戦
場
で
指
揮
し
て
い

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　大
友
家
の
繁
栄
に
陰
り
が
見
え
始
め
て
も

な
お
、
宗
麟
と
共
に
生
き
、
人
生
の
幕
を
戦

場
で
閉
じ
た
道
雪
。
以
降
も
続
く
乱
世
を
力

強
く
生
き
抜
い
た
一
人
娘
の
誾
千
代
を
育

て
、
後
に
西
国
無
双
の
武
将
と
た
た
え
ら
れ

る
立
花
宗
茂
を
婿
に
迎
え
る
先
見
も
ま
た
、

道
雪
の
魅
力
だ
と
い
え
ま
す
。

ら
い
ぎ
り

ぎ
ん
ち
よ も

う
り
も
と

な
り

り
ゅ
う
ぞ
う
じ
た
か
の
ぶ

む
ね
し
げ

こ
し

　　戦
乱
の
世
、
周
囲
の
情
勢
に
よ
っ
て
寝
返

る
者
が
多
い
中
、
道
雪
は
常
に
宗
麟
と
共
に

あ
り
続
け
ま
し
た
。

　道
雪
は
、
大
友
家
の
当
主
が
下
す
重
要
事

項
の
決
定
に
関
わ
り
、
決
定
事
項
を
家
臣
に

伝
達
す
る
文
書
を
連
名
で
出
す
加
判
衆
と
し

て
も
活
躍
し
ま
し
た
。

　出
家
し
て
名
乗
っ
た
「
道
雪
」
の
名
前
の

由
来
は
、
路
傍
の
雪
が
そ
の
場
で
溶
け
て
い

く
様
を
、
武
将
の
忠
節
の
在
り
方
に
な
ぞ
ら

え
た
も
の
。
主
君
と
運
命
を
共
に
す
る
覚
悟

を
決
め
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
宗
麟
の
間
違
い

に
対
し
て
は
度
々
苦
言
を
呈
し
、
宗
麟
も
ま

た
道
雪
の
言
葉
に
は
耳
を
傾
け
て
い
た
こ
と

か
ら
、
良
き
サ
ポ
ー
ト
役
だ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

ろ
ぼ
う

か
ば
ん
し
ゅ
う

脇差「無銘（雷切丸）」
（立花家史料館所蔵）

大
友
家
の
家
督
争
い「
二
階
崩
れ
の
変
」以
降
、主
君
宗
麟
と
共
に
乱
世
を
生
き

抜
き
ま
し
た
。大
友
家
最
盛
期
の
陰
の
立
役
者
と
し
て
、室
町
幕
府
に
も
そ
の
名

を
馳
せ
た
唯一無
二
の
武
将
で
す
。

戸
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べ
っ
き

　ち
か
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え
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ち
よ
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う
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つ
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　大
友
宗
麟
の
時
代
の
最
盛
期
を
立
花
道
雪

と
共
に
支
え
た
武
将
。
大
友
家
の
三
老
の
一

人
、
吉
弘
鑑
理
の
次
男
で
、
元
の
名
を
吉
弘

鎮
理
と
い
い
ま
し
た
。
彼
が
継
い
だ
高
橋
家

は
、
筑
前
の
宝
満
城
や
岩
屋
城
を
拠
点
に
し

て
い
た
名
族
で
す
が
、
大
友
家
へ
の
謀
反
を

企
て
た
末
に
破
れ
、領
地
を
没
収
さ
れ
ま
す
。

高
橋
家
を
継
い
だ
鎮
理
は
後
に
出
家
し
て

「
紹
運
」
と
な
り
ま
し
た
。

　天
正
14
年
７
月
、
紹
運
が
守
る
岩
屋
城
に

島
津
の
大
軍
が
攻
め
て
き
ま
し
た
。
紹
運
は

籠
城
し
降
伏
を
拒
否
し
ま
す
。
結
果
は
歴
然

で
す
が
、
誰
一
人
と
し
て
城
を
捨
て
ず
に
残

り
ま
す
。
そ
の
後
、
７
０
０
余
人
で
島
津
軍

の
兵
士
に
立
ち
向
か
い
、
大
軍
に
大
打
撃
を

与
え
ま
す
が
、
最
後
は
力
尽
き
て
全
員
が
討

ち
死
に
し
ま
し
た
。
島
津
軍
の
総
大
将
は
敵

な
が
ら
紹
運
の
死
を
悲
し
ん
だ
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
歴
史
に
名
を
刻
ん
だ

壮
絶
な
「
岩
屋
城
の
戦
い
」
で
す
。

　島
津
軍
の
大
軍
を
相
手
に
鶴
崎
城
で
の
籠

城
戦
に
挑
ん
だ
妙
林
尼
。
巧
み
な
戦
術
で
16

回
も
の
襲
撃
に
耐
え
た
後
、
全
員
の
助
命
を

条
件
に
開
城
。
手
厚
く
も
て
な
し
ま
す
が
、

こ
れ
こ
そ
が
妙
林
尼
の
戦
略
だ
と
敵
は
知
る

由
も
あ
り
ま
せ
ん
。
豊
臣
秀
吉
の
九
州
攻
め

を
機
に
島
津
軍
が
撤
退
を
決
め
る
と
事
は
一

気
に
動
き
ま
す
。
盛
大
な
酒
宴
で
酔
わ
せ
た

翌
朝
、
島
津
軍
を
送
り
出
し
た
後
、
先
回
り

さ
せ
て
い
た
鉄
砲
隊
に
襲
撃
さ
せ
て
３
人
の

大
将
を
討
ち
取
る
と
い
う
奇
策
は
大
成
功
。

知
略
と
武
勇
に
た
け
た
妙
林
尼
は
、
今
な
お

多
く
の
歴
史
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　戦
国
有
数
の
武
将
で
〝
雷
神
の
化
身
〞
と

恐
れ
ら
れ
た
立
花
道
雪
の
一
人
娘
で
、
立
花

宗
茂
の
正
室
。
幼
い
頃
か
ら
道
雪
に
帝
王
学

を
叩
き
込
ま
れ
た
誾
千
代
は
、
わ
ず
か
７
歳

で
家
督
を
継
い
で
筑
前
立
花
城
の
城
主
に
な

り
ま
し
た
。
才
色
兼
備
の
聡
明
な
女
性
と
い

う
一
面
と
、
父
譲
り
の
気
性
の
激
し
さ
を
併

せ
持
ち
、
自
ら
武
装
し
て
家
臣
や
侍
女
を
指

揮
し
て
敵
軍
を
撃
退
す
る
な
ど
、
武
勇
伝
が

数
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
橋
紹
運

た
か
は
し 

じ
ょ
う
う
ん

立
花
宗
茂
の
父

説
明
高
橋 

紹
運
は
、
戦
国
時
代
か
ら
安
土
桃

山
時
代
に
か
け
て
の
武
将
。
豊
後
大
友
氏
の
家

臣
。
吉
弘
鑑
理
の
子
で
、
立
花
宗
茂
の
実
父
に

あ
た
る
。 紹
運
は
法
名
で
あ
り
、
初
め
は
吉
弘 

鎮
理
、
の
ち
に
大
友
宗
麟
の
命
令
で
筑
後
高
橋

氏
の
名
跡
を
継
ぎ
、
高
橋 

鎮
種
と
称
し
た
。 

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

生
年
月
日
： 1548

年

死
亡
： 1586

年9

月10

日, 
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国

両
親
： 
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弘
鑑
理

神
号
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三
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霊
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、
性
海
霊
神

主
君
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大
友
宗
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子
供
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立
花
宗
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宗
麟
の
繁
栄
の
裏
側

語
り
継
ぎ
た
い
英
雄
た
ち

宗
麟
の
繁
栄
の
裏
側

語
り
継
ぎ
た
い
英
雄
た
ち

７
０
０
余
人
で
島
津
の
大
軍
に
挑
む…

壮
絶
な
戦
いで
そ
の
名
を
刻
ん
だ

高
橋 

紹
運

雷
神
の
娘・誾
千
代
を
正
室
に
、西
国
無
双
の
強
さ
を
誇った
鬼
将
軍

立
花 

宗
茂

わ
ず
か
７
歳
で
城
主
に
なった
立
花
道
雪
の一人
娘

誾
千
代

見
事
な
戦
略
と
采
配
で
大
軍
に
挑
み
、城
を
守った
女
傑

妙
林
尼

た
ち
ば
な
　む
ね
し
げ

１
５
６
７
年
〜
１
６
４
３
年

ぎ
ん
ち
よ

１
５
６
９
年
〜
１
６
０
２
年

み
ょ
う
り
ん
に

本
名
、出
自
、生
没
年
な
ど
は
不
明

た
か
は
し
　じ
ょ
う
う
ん

１
５
４
８
年
〜
１
５
８
６
年

紹運の妻は大友宗麟の重
臣の一人、斎藤鎮実（しげ
ざね）の娘。婚約中に病気
で容姿が悪くなり、婚約解
消を申し出ますが、紹運は
「心の美しさに惚れて婚約
した」と言い、生涯相思相
愛の夫婦となりました。

立花宗茂の正室。父から帝王学を叩き込ま
れ、立花城に敵軍が攻め込んできた際、家
中の女子軍を指揮したといわれています。

夫は大友家重臣で耳川の戦いで戦死した
吉岡鑑輿（あきおき）。現在、鶴崎商店
街の “守護神” として商店街の一角に妙
林尼の像が建てられている。

反
乱
軍
を
鎮
圧
し
て
高
橋
姓
と
な
る

歴
史
に
刻
ま
れ
た
岩
屋
城
の
戦
い

よ
し
ひ
ろ
あ
き
ま
さ

よ
し
ひ
ろ

し
げ
ま
さ

ほ
う
ま
ん
じ
ょ
う

戦国最強の武将の一人。関ヶ原
の戦いで敗北して城を追われま
すが、20年後に柳川城主として
返り咲きました。

城の跡地には石碑が建てられ、
「嗚呼壮烈岩屋城址」と刻まれ
ている。（写真提供：太宰府市）

　高
橋
紹
運
の
実
子
で
、
立
花
道
雪
の
養

子
と
な
っ
た
宗
茂
。
豊
臣
秀
吉
の
天
下
統

一
の
号
令
に
対
抗
し
た
島
津
軍
を
撃
退
し

て
筑
後
柳
川
城
の
城
主
に
抜
て
き
さ
れ
、

慶
長
の
役
の
際
に
は
加
藤
清
正
の
窮
地
を

救
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、〝
西
国
無
双
〞

と
称
さ
れ
る
強
さ
を
誇
り
ま
し
た
。

筑前

筑後

肥前

肥後

豊前

豊後
大友館 鶴崎城

岩屋城

宝満城

立花城
（立花家）

（高橋家）

（高橋家）

（吉岡家）

じ
ょ
け
つ
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宗
麟
の
時
代
を

生
き
た
人
た
ち

　大
友
宗
麟
の
時
代
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最
盛
期
を
立
花
道
雪

と
共
に
支
え
た
武
将
。
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友
家
の
三
老
の
一
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、
吉
弘
鑑
理
の
次
男
で
、
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吉
弘
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と
い
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ま
し
た
。
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橋
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友
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、領
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没
収
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「
紹
運
」
と
な
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し
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。
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。
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、
７
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０
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島
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、
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打
撃
を

与
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ま
す
が
、
最
後
は
力
尽
き
て
全
員
が
討

ち
死
に
し
ま
し
た
。
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軍
の
総
大
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れ
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ま
す
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史
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襲
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を
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、
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知
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取
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。
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ざね）の娘。婚約中に病気
で容姿が悪くなり、婚約解
消を申し出ますが、紹運は
「心の美しさに惚れて婚約
した」と言い、生涯相思相
愛の夫婦となりました。

立花宗茂の正室。父から帝王学を叩き込ま
れ、立花城に敵軍が攻め込んできた際、家
中の女子軍を指揮したといわれています。

夫は大友家重臣で耳川の戦いで戦死した
吉岡鑑輿（あきおき）。現在、鶴崎商店
街の “守護神” として商店街の一角に妙
林尼の像が建てられている。
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戦国最強の武将の一人。関ヶ原
の戦いで敗北して城を追われま
すが、20年後に柳川城主として
返り咲きました。

城の跡地には石碑が建てられ、
「嗚呼壮烈岩屋城址」と刻まれ
ている。（写真提供：太宰府市）
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橋
紹
運
の
実
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で
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道
雪
の
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と
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た
宗
茂
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秀
吉
の
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の
号
令
に
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津
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城
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の
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双
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ま
せ
ん
。
そ
の
情
熱
を
持
た
せ
て
く

れ
た
の
が
、
宗
麟
の
親
時
代
か
ら
の

家
来
だ
っ
た
立
花
道
雪
と
、
大
友
家

最
盛
期
を
道
雪
と
共
に
支
え
た
高
橋

紹
運
と
い
う
２
人
の
武
将
。
大
友
軍

の
双
璧
と
も
い
え
る
存
在
で
あ
り
、

生
き
方
も
死
に
方
も
か
っ
こ
い
い
。

今
後
も
こ
の
二
人
を
軸
に
、
作
品
を

展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

平
家
の
よ
う
な
栄
枯
盛
衰
が
あ
り
、

多
く
の
英
雄
が
登
場
し
た

　大
友
家
の
詳
細
は
知
ら
な
く
て

も
、
平
家
物
語
を
知
っ
て
い
る
人
は

多
い
で
す
よ
ね
？
　大
友
家
は
九
州

の
大
半
を
制
し
た
大
名
だ
っ
た
時
代

が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
そ
こ
に
は
も

ち
ろ
ん
、
平
家
の
よ
う
な
栄
枯
盛
衰

が
あ
り
、
裏
切
る
者
も
い
れ
ば
最
後

だ
っ
た
の
で
、
当
然
、
大
友
宗
麟
の

存
在
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
友

家
を
調
べ
て
い
く
と
、
宗
麟
の
周
囲

に
い
た
人
々
が
と
て
も
魅
力
的
で
、

あ
れ
も
こ
れ
も
書
き
た
い
と
思
う
ほ

ど
面
白
か
っ
た
。
長
編
小
説
を
書
く

と
い
う
の
は
「
一
万
個
の
壁
を
破
る

作
業
」
で
す
。
と
て
も
大
変
で
辛
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
超
え

る
ほ
ど
の
「
書
き
た
い
」
と
い
う
情

熱
が
な
け
れ
ば
到
底
書
き
上
げ
ら
れ

大
友
家
の
家
督
争
い
を
当
時
の
重
臣
、
吉
弘
兄
弟
を
通
し
て
描
い
た
本
格
歴
史
小

説
『
大
友
二
階
崩
れ
』
の
作
者
、
赤
神
諒
さ
ん
。
今
年
４
月
に
立
花
道
雪
を
主
人

公
に
し
た
『
戦
神
』
を
出
版
、
７
月
に
は
妙
林
尼
の
目
線
か
ら
描
い
た
作
品
を
発

表
予
定
で
す
。

大
友
宗
麟
の
家
臣
を
題
材
に
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
や
、
そ
の
時
代
を
生
き

た
人
物
の
魅
力
と
面
白
さ
を
聞
き
ま
し
た
。

ま
で
忠
義
を
尽
く
す
者
も
い
る
。
さ

ら
に
、
多
く
の
女
性
た
ち
も
活
躍
し

て
い
ま
し
た
。
今
年
の
夏
に
出
版
予

定
の
小
説
は
妙
林
尼
と
い
う
女
性
を

題
材
に
し
て
い
ま
す
が
、
彼
女
は
薩

摩
島
津
軍
を
16
回
も
撃
退
し
た
と
い

う
女
武
将
で
、
ま
さ
に
女
傑
。
そ
ん

な
英
雄
が
た
く
さ
ん
現
れ
た
時
代
で

あ
り
、
九
州
版
の
平
家
物
語
だ
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
小
説
が
、

歴
史
を
楽
し
む
入
り
口
に
な
り
、
大

分
の
皆
さ
ん
が
郷
土
へ
の
誇
り
に
感

じ
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す

ね
。

戦
乱
の
豊
後
府
内
に
花
開
い
た

南
蛮
文
化
の
伝
承
者
た
ち

戦
乱
の
豊
後
府
内
に
花
開
い
た

南
蛮
文
化
の
伝
承
者
た
ち

アルメ
イ
ダ

１
５
２
５
年
〜
１
５
８
３
年

博
愛
精
神
で
西
洋
医
学
を
豊
後
府
内
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

赤
神

　
諒

1972 年京都市生まれ。法学博士、弁護士、大
学教員。『義と愛と』（『大友二階崩れ』に改題）
で第９回日経小説大賞を受賞しデビュー。最
新刊は立花道雪を主人公にした『戦神（いく
さがみ）』。７月には妙林尼を主人公にした作
品を発表予定。

　大友
の
家
臣
は
「
書
き
た
い
」
と

い
う
感
情
が
燃
え
立
つ
ほ
ど
魅
力
的

　徳
川
家
康
や
豊
臣
秀
吉
な
ど
誰
も

が
知
っ
て
い
る
よ
う
な
有
名
す
ぎ
る

人
物
や
事
件
を
題
材
に
し
た
小
説
は

す
で
に
世
の
中
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
な
ら
ば
、
人
が
書
い
て
い

な
い
、
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
、
そ
ん

な
人
物
を
描
き
た
い
と
思
っ
た
の
が

執
筆
の
き
っ
か
け
で
す
。

　学
生
の
頃
か
ら
歴
史
物
が
好
き

1557年に建てられた、
日本で初めての西洋式病
院。内 科、外 科、皮 膚
病科などからなり、当時
の西洋の最新医学によっ
て目覚ましい治療効果を
あげたといわれています。
（撮影協力：大分市医師
会立アルメイダ病院）

府内病院の場所は現在の顕徳町あ
たりと推定されています。

大
友
家
代
々
繁
栄
の
土
台
を
築
い
た
中
国・朝
鮮
と
の
貿
易
に
加
え
、宗
麟
の

時
代
か
ら
、ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
貿
易
が
始
ま
り
ま
す
。府
内
に
訪
れ
た
異
国
の

貿
易
商
が
捧
げ
る
朝
夕
の
祈
り
は
若
き
日
の
宗
麟
の
興
味
を
惹
き
つ
け
ま
し

た
。西
洋
文
化
の
受
容
に
積
極
的
で
あ
っ
た
宗
麟
が
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
頃
、豊

後
府
内
で
南
蛮
文
化
が
開
花
し
ま
し
た
。

　　ポ
ル
ト
ガ
ル
・
リ
ス
ボ
ン
生
ま
れ
の
ア
ル

メ
イ
ダ
は
、
医
学
を
修
め
た
後
に
貿
易
商
と

し
て
イ
ン
ド
へ
赴
き
、
中
国
産
の
生
糸
を
日

本
に
持
ち
込
む
交
易
で
若
く
し
て
財
を
成
し

ま
す
。

　１
５
５
５
年
、
日
本
の
平
戸
に
上
陸
。
農

民
層
の
飢
え
と
疫
病
の
流
行
や
生
活
苦
な
ど

に
衝
撃
を
受
け
、
貧
し
い
人
々
を
救
お
う
と

決
意
し
ま
す
。

　　府
内
に
赴
い
て
宗
麟
と
対
面
し
、
１
５
５

７
年
、
宗
麟
が
与
え
た
府
内
の
一
角
に
自
ら

の
資
産
を
提
供
し
て
孤
児
院
と
日
本
初
の
西

洋
式
病
院
「
府
内
病
院
」
を
創
設
。
南
蛮
医

術
に
よ
る
治
療
を
施
し
、
日
本
で
初
め
て
の

外
科
手
術
を
ア
ル
メ
イ
ダ
自
ら
が
担
当
し
ま

し
た
。
彼
の
噂
を
聞
き
つ
け
、
当
時
、
関
東

や
東
北
か
ら
も
多
く
の
患
者
が
訪
れ
た
そ
う

で
す
。
ま
た
、
日
本
人
の
助
手
を
使
っ
て
の

外
科
手
術
や
医
学
の
教
育
、
巡
回
診
療
な
ど

も
行
い
、
そ
の
医
術
を
伝
え
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　貧
し
い
人
々
に
対
し
て
無
料
で
治
療
し
た

府
内
病
院
は
評
判
を
呼
び
ま
し
た
。
ア
ル
メ

イ
ダ
の
府
内
で
の
活
動
は
イ
エ
ズ
ス
会
が
宣

教
師
の
医
療
へ
の
関
与
を
禁
じ
た
１
５
６
２

年
ま
で
続
き
ま
し
た
。
そ
の
後
九
州
各
地
を

訪
れ
る
な
ど
精
力
的
に
活
動
し
ま
し
た
が
、

体
調
を
崩
し
、
１
５
８
３
年
に
天
草
で
生
涯

を
閉
じ
ま
し
た
。

外
科
医
の
免
許
を
受
け
た
後
、

貿
易
商
人
と
し
て
来
日

孤
児
院
や
西
洋
式
病
院
を
創
設

西
洋
医
術
を
施
すJR大分駅
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ま
せ
ん
。
そ
の
情
熱
を
持
た
せ
て
く

れ
た
の
が
、
宗
麟
の
親
時
代
か
ら
の

家
来
だ
っ
た
立
花
道
雪
と
、
大
友
家

最
盛
期
を
道
雪
と
共
に
支
え
た
高
橋

紹
運
と
い
う
２
人
の
武
将
。
大
友
軍

の
双
璧
と
も
い
え
る
存
在
で
あ
り
、

生
き
方
も
死
に
方
も
か
っ
こ
い
い
。

今
後
も
こ
の
二
人
を
軸
に
、
作
品
を

展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

平
家
の
よ
う
な
栄
枯
盛
衰
が
あ
り
、

多
く
の
英
雄
が
登
場
し
た

　大
友
家
の
詳
細
は
知
ら
な
く
て

も
、
平
家
物
語
を
知
っ
て
い
る
人
は

多
い
で
す
よ
ね
？
　大
友
家
は
九
州

の
大
半
を
制
し
た
大
名
だ
っ
た
時
代

が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
そ
こ
に
は
も

ち
ろ
ん
、
平
家
の
よ
う
な
栄
枯
盛
衰

が
あ
り
、
裏
切
る
者
も
い
れ
ば
最
後

だ
っ
た
の
で
、
当
然
、
大
友
宗
麟
の

存
在
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
友

家
を
調
べ
て
い
く
と
、
宗
麟
の
周
囲

に
い
た
人
々
が
と
て
も
魅
力
的
で
、

あ
れ
も
こ
れ
も
書
き
た
い
と
思
う
ほ

ど
面
白
か
っ
た
。
長
編
小
説
を
書
く

と
い
う
の
は
「
一
万
個
の
壁
を
破
る

作
業
」
で
す
。
と
て
も
大
変
で
辛
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
超
え

る
ほ
ど
の
「
書
き
た
い
」
と
い
う
情

熱
が
な
け
れ
ば
到
底
書
き
上
げ
ら
れ

大
友
家
の
家
督
争
い
を
当
時
の
重
臣
、
吉
弘
兄
弟
を
通
し
て
描
い
た
本
格
歴
史
小

説
『
大
友
二
階
崩
れ
』
の
作
者
、
赤
神
諒
さ
ん
。
今
年
４
月
に
立
花
道
雪
を
主
人

公
に
し
た
『
戦
神
』
を
出
版
、
７
月
に
は
妙
林
尼
の
目
線
か
ら
描
い
た
作
品
を
発

表
予
定
で
す
。

大
友
宗
麟
の
家
臣
を
題
材
に
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
や
、
そ
の
時
代
を
生
き

た
人
物
の
魅
力
と
面
白
さ
を
聞
き
ま
し
た
。

ま
で
忠
義
を
尽
く
す
者
も
い
る
。
さ

ら
に
、
多
く
の
女
性
た
ち
も
活
躍
し

て
い
ま
し
た
。
今
年
の
夏
に
出
版
予

定
の
小
説
は
妙
林
尼
と
い
う
女
性
を

題
材
に
し
て
い
ま
す
が
、
彼
女
は
薩

摩
島
津
軍
を
16
回
も
撃
退
し
た
と
い

う
女
武
将
で
、
ま
さ
に
女
傑
。
そ
ん

な
英
雄
が
た
く
さ
ん
現
れ
た
時
代
で

あ
り
、
九
州
版
の
平
家
物
語
だ
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
小
説
が
、

歴
史
を
楽
し
む
入
り
口
に
な
り
、
大

分
の
皆
さ
ん
が
郷
土
へ
の
誇
り
に
感

じ
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す

ね
。

戦
乱
の
豊
後
府
内
に
花
開
い
た

南
蛮
文
化
の
伝
承
者
た
ち

戦
乱
の
豊
後
府
内
に
花
開
い
た

南
蛮
文
化
の
伝
承
者
た
ち
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大分市美術館　夏の子ども講座

チャイルドハウスでは、楽しいアート体験講座を実施します。
講座開催時間はいずれも午後１時30分から３時30分までで
す。定員は各40人で多数時は抽選。対象は中学生以下で（小
学生以下は保護者同伴）、材料費は１人につき500円(Ⓔのみ
無料)です。申込みは、往復はがきに、講座名、希望日時、住所、
電話番号、参加者全員(付き添いは２人まで)の氏名（ふりが
な）、学年(未就学児は年齢)、必要な材料数を記入し、６月１
日㈯～15日㈯〈消印有効〉に市美術館(〒870-0835　大字上
野865)へ。１講座１枚、１家族１枚で応募してください。
複数講座の申込みもできます。詳しくは、市ホームページ
をご覧になるか、同館へ。

あなただけの
アート作品をつくりませんか

おおいたナビ

募集

大分七夕まつり「おおいた市民お
どりの祭典」でチキリンばやしを
踊る出場者を募集します。定員は
1,000人で先着順。５人以上の団
体が対象です。満たない場合はご
相談ください。申込みは、観光課
に備え付けの申込書(市ホームページでダウンロードも
可)に記入し、６月21日㈮までに同課へ。

おおいた市民おどりの祭典

七夕まつりで
チキリンばやしを踊ろう

問　観光課　☎537-7043

⃝日時：8月3日㈯　午後７時～８時30分
⃝場所：中央通り「48万人の広場」第1エリア
※初心者には無料で踊り指導を行います。
※�参加衣装は自由ですが、独自の音楽や鳴り物での参加は
できません。
※踊りの最後に「餅まき」を行います。

募集

問　大分市美術館　☎554-5800

団体は10人以上での
申込みとなりますが、
満たない場合はご相
談ください。個人出場
は、25日㈰のみ、浴衣
を着用してください。
申込みは、鶴崎支所に
備え付けの申込用紙
またははがき、ファク
スで、住所、氏名、電話
番号を、６月28日㈮
〈消印有効〉までに実行委員会(〒870-0103　東鶴崎一丁
目2-3鶴崎支所内　 521-7140)へ。

本場鶴崎踊大会　参加団体・個人出場者

「絢
けんらん

爛豪
ごう か

華」な鶴崎踊を踊ろう

問　本場鶴崎踊大会実行委員会(鶴崎支所内)　☎527-2111

⃝日時：8月24日㈯・25日㈰　
　　　　午後７時15分～９時30分　
⃝場所：鶴崎公園グラウンド(東鶴崎一丁目)
※両日とも後半から飛び入り参加できます。
※�初心者、中級者向け鶴崎踊講習会を６月５日㈬・15日
㈯・25日㈫の午後７時から鶴崎市民行政センター２
階大会議室で開催します。希望者は鶴崎おどり保存会
(☎527-2111)へ。

募集

市民等によるフリーパ
フォーマンスや県内自
治体の観光PR・特産品等
の販売、商店街から出店
の飲食ブースなど魅力
満載。また、今回は「One�
Rugby，One�Oitaフェスティバル」との連携開催となり、
魅力あるイベントで大いに盛り上がること間違いなし！

第9回大分市中央通り歩行者天国

誰もがゆったりと楽しめる
ホコ天を開催

問　商工労政課　☎537-5959

イベント

⃝日時：6月8日㈯　午後１時～４時
※交通規制(正午～午後５時)にご協力ください。

Ⓐ�ぷよぷよ水ビーズで
夏パフェ屋さん！

     7月13日㈯・14日㈰

Ⓓ�不 思 議 な 絵 の 具 で
シールを作ろう

    8月3日㈯・4日㈰

Ⓑジオラマテラリウム
     7月20日㈯・21日㈰

Ⓔはりこの犬
     8月17日㈯・18日㈰

Ⓒ石粉粘土でおもしろ磁石
     7月27日㈯・28日㈰
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平成と令和をまたぐ大型連休市長選挙の当選証書付与式が
行われました

エアライナーで本市の魅力を
PRします

大型連休期間中、市内の行楽施設はたくさんの人で賑わ
いました。うみたまごには、飼育スタッフとの息の合っ
たやりとりで人気の「うみたまパフォーマンス」を見
に、多くの人が集まりました。高崎山では、サルが股の
間を通り抜けると良いことが訪れるという「幸せジンク
ス」を試す来場者から、時折歓声が上がっていました。
また、5月6日には今年第1号の赤ちゃんザル「レイワ」
が誕生しました。かわいらしい姿を見に、ぜひお越しく
ださい。

任期満了に伴う市長選挙で、現市長の佐藤樹一郎氏が当
選しました。４月23日に当選証書付与式が市保健所大会
議室で行われ、市選挙管理委員会の岡村邦彦委員長から
佐藤市長に当選証書が手渡されました。佐藤市長の任期
は平成31年４月26日からの４年間です。

ラグビーワールドカップ2019ＴＭ日本大会の
開催に向け、国内外の来訪者に市の魅力をPR
するラッピングバスのお披露目を４月９日に
行いました。大分空港と市内を結ぶエアライ
ナー3台に、大分市の自然や食、文化を印象的
なイラストで表現しています。また車内に、
市の観光PR映像などを見ることができる２次
元コードを設置しています。

気になる大分市の話題を紹介
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廃棄物対策課からのお知らせ
（☎537-7953）
◎産業廃棄物管理票（マニフェスト）に
関する報告書の提出を
　産業廃棄物管理票交付者は、管理票
に関する報告書の提出義務がありま
す。平成30年度実績は6月28日㈮まで
に提出してください（電子マニフェス
トを利用した場合は除く）。
◎ポリ塩化ビフェニル（PCB）の保管
状況等の届け出を
　ポリ塩化ビフェニルを含む電気機器
を保管・所有している事業者は、PCB
廃棄物などの保管および処分状況の届
出義務があります。平成30年度実績は
6月28日㈮までに届出書を提出してく
ださい。

令和元年度市民税・県民税の
通知書
▪対象者：住民票の有無に関わらず、平
成31年1月1日時点で市内に居住し、
平成30年中に一定額以上の所得が
あった人
▪送付時期：6月中旬
▪送付内容：金融機関などで納める人
には、税額決定・納税通知書と納付書
を送付します。口座振替で納める人
や、所得が公的年金のみで、昨年10
月から引き続き公的年金から特別徴
収（天引き）されている人には通知書
のみを送付します。通知書には、税額
計算の基となった平成30年中の所
得や控除の内訳を記載していますの
で、ご確認ください。
◎公的年金を受給している65歳以上
の人へ
　日本年金機構などから支給される公
的年金には、年金から市民税・県民税を
特別徴収（天引き）して市区町村へ納入
する「特別徴収制度」が適用されます。
ただし、公的年金以外の所得がある場
合、その所得に係る税額は給与からの
特別徴収（天引き）や普通徴収（納付書
や口座振替）で納めてください。
※「特別徴収制度」は、新たな税負担が
生じるものではありません。
問　市民税課（☎537-5729、☎537-
5730）

送付と振込

三世代近居・同居
ハッピーライフ推進事業
　市では、小学生以下の子どもがいる
世帯とその親世帯が近居・同居する際
の、引越し費用や居住後の固定資産税
相当額を補助しています。移転の前に
事前相談が必要です。補助対象や補助
額など、詳しくは、住宅課（☎585-
6012）へ。

児童手当の受給者は
現況届の提出をお早めに
　児童手当の受給者へ現況届を6月初
旬に送付します。6月1日現在の状況を
記入し、6月28日㈮までに提出してく
ださい。提出のない場合は、6月分以降
（10月振込分）の手当が支給できませ
んのでご注意ください。　※該当者で
届いていない人はご連絡ください。
問　子育て支援課（☎537-5793）

令和2年度から使用される
教科書見本を展示します
◎特設展示
▪期間：6月14日㈮～27日㈭　午前9
時～午後5時（土・日曜日を除く）
▪場所：市教育センター2階　資料閲
覧室（碩田町三丁目）
◎常設展示
▪開始日：6月14日㈮から
▪時間：午前9時～午後5時（土・日曜
日、祝日、年末年始を除く）
▪場所：学校教育課（第2庁舎4階）
問　学校教育課（☎537-5648）

行政評価で事業を
見直しています
　市では、限られた財源の中で効率的
な行政運営や市民サービスの向上を図
るため、行政評価を行い、事務事業など
の改善や予算編成に反映しています。
▪令和元年度予算への反映状況：⃝見
直した主な事業…公有財産の有効活
用事業など　⃝予算（一般財源）影響
額…3,146万9,000円
問　行政改革推進室（☎537-5718）

市税の証明・閲覧
申請手続き
　市税・資産に関する証明や閲覧請求
の際には、請求者の本人確認を行いま
す。6月7日㈮からは、証明窓口が混雑
しますので、時間に余裕をもって来庁
してください。申請の際は、次のものを
お持ちください。
▪個人名義の証明・閲覧：⃝本人が申請
…運転免許証や健康保険証など
　⃝本人以外が申請…窓口に来る人の
運転免許証や健康保険証など、本人
の印鑑を押印した委任状
▪法人名義の証明・閲覧：⃝代表者が申
請…代表者の運転免許証や健康保険
証など、法人印（会社名の入った代表
者印）⃝代表者以外が申請…窓口に
来る人の運転免許証や健康保険証な
ど、法人印を押印した委任状
問　税制課（☎537-5673）

ふれあい交通運行事業を
ご存じですか
　市では、公共交通の利用が不便な地
域に居住する人の移動手段を確保し、
外出の機会とバスの利用を促進するこ
とを目的にふれあい交通運行事業を実
施しています。対象となる地域は、最寄
りの路線バス停留所から500メートル
以上離れていて、年間を通じて定期的
な利用が確実に認められる地域です。
詳しくは、都市交通対策課（☎578-
7795）へ。

「1％応援事業」応援届出を
受け付けます
　応援したい市民活動団体を選んで市
に届け出ることで、あなたが納めた個
人市民税の1%相当額が、その団体に活
動補助金として交付されます。
▪対象：18歳以上の市民および18歳未
満で前年度の個人市民税納税者
▪受付期間：6月1日㈯～7月31日㈬
▪応援対象事業・届出方法：市民協働推
進課（本庁舎2階）、各支所、各地区公
民館、ライフパルで配布する「応援届
出特集号」（市ホームページでダウン
ロードも可）をご覧ください。
問　市民協働推進課（☎537-7251）

お知らせ
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暮らしの情報 ▲

中小企業者向け融資制度

中小企業・勤労者向け融資制度

勤労者向け融資制度

※１ 各資金の共通利用条件として、市税を完納していることや、現在この制度を利用していないことなどがあります。　※２ 開業予定の個人は借入金額と同額以上の自己資金が必要
※３ 創業支援事業者が実施する特定創業支援事業を受けた人が対象（要証明）　※４ 環境保全施設の設置・改善、工場などの移転、PCB廃棄物の処理費等　※５ 担保等が必要な場合もあります。
※記載事項は平成31年４月１日現在のもので、その時々の事情により変更されることがあります。また、取扱金融機関ごとに融資枠があります。申込みの際、金融機関の窓口でご確認ください。

開業資金
中小企業者、 
開業予定の個人

資金名 信用保証料率 資金
使途 融資限度額 融資利率 融資期間 申込期間 申込先融資対象者※1

小規模
企業者
事業資金

中小企業者
事業資金

環境保全資金

夏期特別資金

年末特別資金

申込み時に市内に居住し、
市内に開業予定の人
または開業1年未満の人

[担保]
不要
[保証人]
原則として
法人代表者
以外は不要

[担保]
必要となる
場合あり

[保証人]

[担保]
原則不要
[保証人]

金融機関の
定めるとこ
ろによる※5

原則として
法人代表者
以外は不要

原則として
法人代表者
以外は不要

年1.0%
(市が全額補助)

年0.5%～2.2%

金融機関の定める
ところによる

(市が全額補助)

1年超
7年以内

年1.9%

年2.1%

年1.9%

年1.8%

1,000

6カ月以内
（平成30年度

の実績）

年0.45%～1.9%
(市が全額補助)

年0.45%～1.9%
市が一部補助。
セーフティネット保証
の認定を受けている
場合は、市が全額補助

小規模企業者
国の全国統一保証制
度である小口零細企
業保証制度の対象と
なる人

中小企業者
市内に1年以上住所および
事業所を有し、同一事業経
営1年以上の人

中小企業者、
中小企業団体
同一事業経営1年以上の人

中小企業者

[市内の本・支店]
大分銀行
豊和銀行
大分信用金庫
大分みらい信用金庫
大分県信用組合
商工中金
みずほ銀行
(季節資金は除く)

三井住友銀行
(季節資金は除く)

西日本シティ銀行
伊予銀行
北九州銀行
肥後銀行
(季節資金は除く)

愛媛銀行

担保・保証人

1,250

1年超
10年以内

3,000

1,000

600

※4

※2

（小口零細企業保証）

（創業等関連保証）※2
（創業関連保証）

特定創業支援事業
を受けた場合
1,500万円
※3

特定創業支援事業
を受けた場合
1年超10年以内
※3

中小企業などの
勤労者

年2.1%

年0.8%

変動金利
(年2回の
見直し)

年1.5%

年2.3%

25年以内

3年以内

5年以内

自己の居住する
住宅の新築・増改築
および取得、
簡易なリフォーム

600

200

30

30

資金名 資金使途 融資限度額 融資利率 融資期間 担保・保証人 申込先融資対象者※1

厚生資金

住宅資金

生活安定資金

賃金遅払資金

● 市内に住所を有し、同一の
　中小企業などに継続して
　1年以上勤務している人
● 市税を完納している人など

● 雇用保険受給者

随時受付

随時受付

受給終了後3カ月以内

● 雇用保険受給
   未到達者
離職後3カ月以内

失業者
市内に住所を有する雇用保険
の被保険者で、倒産など自己
の責任によらない理由で離職
した人

勤労者
市内に住所を有し、所定の賃
金支払日から7日を経過した
後も賃金が支払われない人

申込期間

出産・教育
病気療養
冠婚葬祭
火災天災など

求職活動中の
生活資金

所定の賃金が
支払われるまで
の生活資金

[市内の本・支店]
九州労働金庫
豊和銀行
大分信用金庫
大分みらい信用金庫
大分県信用組合

[市内の支店] 
九州労働金庫 

遅払賃金の
範囲以内

※１ 各資金の共通利用条件として、現在同一の融資を利用していないことなどがあります。
※２ 担保等が必要な場合もあります。
※記載事項は平成31年４月１日現在のもので、その時々の事情により変更されることがあります。また、取扱金融機関ごとに融資枠があります。申込みの際、金融機関の窓口でご確認ください。

市では、中小企業の経営者やそこに勤務している人を対象に、
各種融資制度を設けています。
この制度は、市が信用保証料を補助するなど利用しやすくなっています。
申込みは直接、各金融機関へ。

市
内
に
１
年
以
上
住
所
お
よ
び
事
業
所
を

有
し
、同
一
事
業
経
営
１
年
以
上
の
人

設
備
資
金
・
運
転
資
金

事
業
資
金

季
節
資
金

運
転
資
金

随
時
受
付

万
円

万
円

万
円

万
円

万
円

万
円

万
円

万
円

万
円

11/1㈮～
12/20㈮

６/３㈪～
８/20㈫

金
融
機
関
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

問　創業経営支援課　☎585-6029

生
活
安
定
特
別
資
金
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情報学習センターの各種教室
（☎545-8616）
①マイペースで学ぶWord特別演習
▪対象：「Word初級」教室を受講した
人、または同等の使用経験がある人

②マイペースで学ぶExcel特別演習
▪対象：「Excel初級」教室を受講した
人、または同等の使用経験がある人
▪期間：6月～7月（全8回）　①昼の部
は木曜日、夜の部は土曜日　②昼の
部は火曜日、夜の部は金曜日
▪時間：昼の部は午後2時～4時、夜の
部は午後7時～9時
▪定員：各5人
▪受講料：各回1,000円
▪申込み・場所・問　直接または電話、
ファクス、Eメールで、住所、氏名、電
話番号、教室名、月日を、各教室の開
講日の3日前までに情報学習センタ
ー（〒870-0851　大石町一丁目3組　
☎545-8616　 545-5065

　 omc@hyper.or.jp）へ。

舞台芸術鑑賞会
「歌とお話コンサート」
▪日時：7月27日㈯　午後2時～（午後
1時30分開場）
▪場所：J:COM ホルトホール大分1階　
小ホール
▪定員：202人
▪料金：全席自由1,000円（高校生以下
は500円）
　※未就学児は入場不可
▪購入場所・問　J:COM�ホルトホール
大分1階総合事務室（☎576-8877）
で販売中

ふれあい歴史体験講座
はにわ作り
▪日時：6月15日㈯　午前9時30分～、
午後2時～
▪定員：各70人（先着順）
▪参加料：250円（材料費）
▪申込み・場所・問　電話で、6月3日㈪
から歴史資料館（☎549-0880）へ。

魚料理教室～カツオとアジ～
▪日時：6月16日㈰　午前9時30分～　
午後1時
▪対象：個人、団体、グループ
▪定員：20人（多数時は抽選）
▪参加料：1人1,000円（材料費）
▪申込み・場所・問　往復はがき（1組�
1枚）に、住所、氏名、電話番号、団体・
グループの場合は参加者全員の氏名
を記入し、6月10日㈪〈必着〉まで�
に公設地方卸売市場管理事務所�
（〒870 -0018　豊海三丁目2-1　�
☎533-3113）へ。

買う前に！シニア向け
スマートフォン体験講座
▪日時：6月21日㈮　午前10時～正午、
午後1時30分～3時30分
▪対象：60歳代の市民でスマートフォ
ンを持っていない人
▪定員：各20人（先着順）
▪申込み・場所・問　電話で、6月1日㈯
からライフパル（☎573-3770）へ。

既卒者・フリーター向け
就労応援セミナー
▪日時：6月22日㈯　午前10時～正午
▪場所：J:COM�ホルトホール大分4階��
407会議室
▪対象者：市内居住または市内の事業
所に就労を希望するおおむね40歳
未満の若年求職者
▪定員：15人（先着順）
▪申込み・問　電話で、6月3日㈪～21
日㈮に商工労政課（☎537-5964）へ。

女性のための
リーダー育成塾2019
▪日時：7月3日・10日（水曜日・全2回）　
午後6時30分～8時30分
▪内容：女性が、チームのリーダーとして
活躍するために必要なスキルを学ぶ
▪講師：飯田�裕美氏（株式会社アドコ
ンセプト代表取締役）
▪定員：45人（先着順）
▪受講料：100円（資料代）
　※交流会参加者は各回別途100円
▪申込み・場所・問　産業活性化プラザ
（J:COM�ホルトホール大分2階）に
備え付けの申込書（市ホームページ
でダウンロードも可）に記入し、6月
1日㈯～28日㈮に同プラザ（☎576-
8879）へ。

無料

無料

ラグビーワールドカップ2019TM

100日前のイベントを
開催します
▪日時：6月8日㈯　午後3時～
▪場所：豊後企画　大分駄原球技場
▪参加チーム：天理高校ラグビー部、大
分舞鶴高校ラグビー部
問　ラグビーワールドカップ・東京オ
リンピック・パラリンピック推進局
（☎574-6530）

第3回
FUNAIジュニア検定
▪日時：7月27日㈯　午前10時～11時
15分
▪場所：市教育センター（碩田町三丁
目）、稙田・鶴崎市民行政センター
▪対象：小・中学生
▪その他：申込方法など詳しくは、市ホ
ームページをご覧になるか、文化財
課（☎537-5639）へ。

生活支援サポーター
養成研修
▪日時：7月12日㈮・16日㈫・17日㈬　
午前10時～午後4時（全3回）���※17日
㈬は午前9時30分～午後4時30分
▪場所：アートプラザ　研修室
▪対象：介護に興味や関心のある人
▪内容：介護保険制度や高齢者の生活
援助、認知症などに関する講座
▪定員：30人（多数時は抽選）
▪申込み・問　長寿福祉課（第2庁舎2
階）に備え付けの申込書（市ホームペ
ージでダウンロードも可）に記入し、
7月5日㈮までに同課（☎537-5746）
へ。

イベント

無料

講座＆教室

無料

無料

大分市災害時多言語通訳サービス（Oita City Multilingual Disaster Distress Call Center）
災害時における外国人や訪日観光客とのコールセンターを通じた通訳サービスを提供しています。対応言語や利用方法など詳しくは、市ホーム
ページをご覧ください。（The City of Oita provides interpreting services via a call center for foreign residents and tourists to help with 
communication in times of disaster. Please refer to the City of Oita homepage for further details.） 問国際化推進室（☎537-5719）
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フリーマーケット
出店者募集
▪日時：7月7日㈰���午前10時～午後1時
（雨天中止）
▪対象：市内・由布市居住の個人または
グループ（販売業者、専門業者、高校
生以下のみの参加は不可）
▪出店商品：日用雑貨、衣類、おもちゃ、
スポーツ用品などで、使用可能なも
の（食品、動・植物、危険物、違法コピ
ー商品などは不可）
▪募集店数とスペース：55店（多数時
は抽選）　3ｍ×3ｍ程度
▪申込み・場所・問　往復はがきに、代
表者の住所、氏名、年齢、電話番号、参
加人数、出店内容（商品の種類と数）
を記入し、6月21日㈮〈必着〉までに
大分エコライフプラザ（〒870-1205　
大字福宗618　☎588-1410）へ。

「リトル・オースチン村」
参加者募集
▪月日：①8月8日㈭・9日㈮���②8月15日
㈭・16日㈮　※1泊2日
▪時間：午前9時～翌日正午
▪場所：のつはる少年自然の家（大字荷
尾杵）
▪対象：市内の小学5・6年生　
▪定員：各60人（多数時は抽選）
▪参加料：3,000円（食事代、損害保険
料など）
▪申込期限：7月4日㈭
▪その他：申込方法など詳しくは、国際
化推進室（本庁舎5階）に備え付けの
申込書（市ホームページでダウンロ
ードも可）をご覧ください。
問　国際化推進室（☎537-5719）

農地利用最適化推進委員を
募集します
▪募集人員：1人（鶴崎3区）
▪任期：令和3年3月9日㈫まで
▪報酬：月額4万4,300円
▪申込方法・問　必要書類に記入し、直
接または郵送で、6月28日㈮までに農
業委員会事務局（本庁舎8階
　☎537-5654）へ。

無料
産業活性化プラザ
「創業支援ルーム」入居者募集
▪応募期限：6月28日㈮
▪対象：創業しようとする人や創業後
5年未満の人など
▪面積・空室数・部屋代（月額）：⃝約28
㎡〈5室〉…各2万5,500円　⃝約14
㎡〈3室〉…各1万2,960円　⃝約5㎡
〈2室〉…各4,830円
▪その他・問　電気代などは、別途実費
負担。入居者は専門家による経営相
談などが受けられます。詳しくは、産
業活性化プラザ（☎576-8879）へ。

総合計画検討委員会委員公募
　市では、総合計画の見直しに向けて
市民から幅広くご意見を聴くため、総
合計画検討委員会を設置します。
▪募集人数：7人以内
▪任期：7月下旬～令和2年3月
▪応募資格：①市内に居住する18歳以
上の人②地方公共団体の議員でない
人③市の職員でない人④平日開催の
会議に出席できる人
▪申込み・問　企画課または各支所に
備え付けの応募用紙（市ホームペー
ジでダウンロード可）に記入し、小論
文を添えて、6月21日㈮までに、同課
（☎537-5603）へ。

「大分市成人記念集会」
実行委員募集
▪対象：市内に居住または勤務・通学す
る新成人（平成11年4月2日～12年4
月1日生まれ）で、実行委員会に継続
して出席できる人
▪実行委員会：9月～令和2年1月に10
回程度開催予定（平日の夜間）
▪定員：10人程度（多数時は書類選考）
▪申込み・問　封書またはEメールで、
住所、氏名（ふりがな）、生年月日、電
話番号、応募の動機（200字程度）を、
6月28日㈮〈必着〉までに社会教育課
（第2庁舎4階　☎537-5722
　 syakaikyoiku@city.oita.oita.jp）
へ。

介護保険料決定通知書
▪対象者：65歳以上の人
▪送付時期：6月中旬
▪送付内容：1年分の納付書または口
座振替通知書を送付します。特別徴
収の人は特別徴収通知書を送付しま
す。
問　長寿福祉課（☎537-5741）

「ムッちゃん平和祭」の
千羽鶴募集
　平和市民公園ワンパク広場にあるム
ッちゃん平和像に献納する千羽鶴を募
集します。　※鶴に糸を通し、フックに
掛けられる状態にしてください（長さ
100cm程度）。
▪受付期間：6月3日㈪～7月31日㈬
▪受付場所・問　総務課（本庁舎3階
　☎537-5602）

ハーバード大学生との交流会
参加者募集
▪日時：8月6日㈫　午後2時～
▪場所：平和市民公園　能楽堂
▪対象：市内の中学校・義務教育学校後
期課程に通う生徒で、7月17日㈬開
催の事前セミナーに参加できる人
▪内容：アメリカの大学生活や将来の
夢などの話を聞き、簡単なワークシ
ョップに参加します。
▪その他：申込方法など詳しくは、国際
化推進室（本庁舎5階）に備え付けの
申込書（市ホームページでダウンロ
ードも可）をご覧ください。
問　国際化推進室（☎537-5719）

彫刻清掃ボランティア募集
　市では、「彫刻を活かしたまちづくり
事業」の一環として、彫刻作品の清掃事
業を行っています。ボランティアに参
加し、まちなかにある美術作品を身近
に感じてみませんか。参加には、事前登
録が必要です。
▪申込み・問　直接または電話で、公園
緑地課（本庁舎7階　☎537-5975）へ。

送付と振込

募　集

無料
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暮らしの情報 ▲
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す
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国保税の年金天引き（特別徴収）

　６月中旬に、納税通知書を世帯主宛て送付します。口座振
替の利用者や年金天引き（特別徴収）の人へも、通知書を送
付します。世帯主自身が勤める会社などの健康保険に加入
し、国保に加入していない場合でも、世帯のどなたかが国保
に加入していれば、世帯主が納税義務者となります。

＊�ただし、この場合の世帯主の所得は税額計算には含まれ
ません（軽減判定の計算〈17ページ〉には含まれます）。

国保に加入している世帯主および世帯全員が65歳から74歳で主に次の２つの条件を満たす
場合、原則、国保税を世帯主の年金から年金支給月ごとに天引きします。
⃝国保の世帯主が年額18万円以上の年金を受給している
⃝�国保の世帯主の介護保険料と世帯の国保税の１回の年金天引き（特別徴収）の合計額が
世帯主の１回の年金支給額の２分の１を超えない

国保税の仕組み
　世帯単位で課税され、加入者の所得によって算出される所得割、加入者数やその世帯に賦課さ
れる均等割・平等割で構成されています。そのため、税額は世帯により異なります。年税額は、毎
年４月から翌年３月までを１年度として、次の①～③を合計した額となります。

基礎分
国保加入者の医療費など
の費用として課税します。

支援分
後期高齢者医療制度への
支援金などの費用として
課税します。

介護分
介護保険制度への納付金と
して課税します。
※�40歳以上65歳未満（介護保険第
２号被保険者）の人に課税

区　　分 課税標準
税　　　率

基礎分 支援分 介護分

①所得割額
前年中の総所得金額などから
基礎控除（33万円）を差し引いた額
※所得のある人個々に計算

8.65
100

2.49
100

2.50
100

②均等割額 世帯の被保険者数１人当たり
※介護分は第２号被保険者数１人当たり 26,500円 7,700円 8,700円

③平等割額 １世帯当たり 25,700円 6,900円 5,900円

令和元年度　賦課限度額（最高限度額） 610,000円 190,000円 160,000円

口座振替に変更できます
年金天引きの対象者は、申し出ていただくことで、
年金天引きを中止し、口座振替に変更できます。
※変更には３力月程度かかります。

※�年金天引きとなる世帯主には、「国保税特別徴収税額通
知書」を送付します。なお、これまで年金天引きしていた
世帯主で、令和２年３月末までに75歳の誕生日を迎える
人は年金天引きではなく、普通徴収（納付書または口座
からの引き落とし）となります。

令和元年度の国民健康保険（国保）税

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

問　国保年金課	 国保税の課税・減免など	 ☎537-5736
	 国保税の納付・相談など	 ☎537-5738

国
保
お
お
い
た

現在の国保税の各種
通知書には「平成31年度」と
表記されていますが、

「令和元年度」への読替を
お願いします。
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シルバー将棋大会（当日受付）
▪日時：6月16日㈰　午前10時～（午
前9時30分受付開始）
▪場所：稙田公民館
▪対象：市内居住で、昭和35年4月1日
以前に生まれた人
▪参加料：2,000円（昼食代含む）
問　県将棋連合会事務局　七蔵司
　（☎080-3994-3588）

新規大卒者等
合同企業面接会
▪日時：6月25日㈫・26日㈬　午後1時
～4時（午前10時30分受付開始）
▪場所：トキハ会館5階　ローズ・カト
レアの間（府内町二丁目）
▪対象：大学などの来年3月卒業予定者
問　（公財）県総合雇用推進協会（☎
532-8486）

衛生管理者試験受験準備講習会
月　日 時　間

二種 6月27日㈭・28日㈮ 午前9時～
午後5時一種 7月6日㈯・7日㈰

▪その他：受講料や申込方法など詳し
くは、県労働基準協会（由布市挾間町　
☎583-4686）へ。

甲種防火管理再講習
▪日時：7月11日㈭　午後1時～4時
▪場所：県教育会館（大字下郡）
▪内容：防火管理対策や防火管理に関
する消防法令などの改正概要
▪対象：収容人員300人以上の特定防
火対象物の防火管理者
▪定員：80人（先着順）
▪受講料：6,500円（テキスト代など）
▪申込み・問　直接またはファクスで、
6月10日㈪～14日㈮に（一財）県�
消防設備安全協会（長浜町二丁目　�
☎537-3125　 537-3139）へ。

国民年金保険料は
口座振替が便利です
　国民年金保険料は、口座振替で納め
ることができ、まとめて前納すると、割
引が適用されます。手続きは、金融機
関、郵便局、大分年金事務所で受け付け
ています。
▪持参するもの：年金手帳、通帳、金融
機関届出印
問　大分年金事務所（☎552-1211
　自動音声案内2→2）

無料

日本肝臓学会市民公開講座
「やさしい肝臓のお話」
▪日時：6月15日㈯　午後2時～4時
▪場所：iichiko総合文化センター　音
の泉ホール
問　大分大学肝疾患相談センター
　（☎586-5504）

街かど無料健康チェック・
相談
▪日時：6月16日㈰　午前10時～午後
2時30分
▪場所：ガレリア竹町ドーム広場（中央
町三丁目）
▪内容：健康相談、体成分検査、骨密度・
肺年齢・血糖値・血管年齢測定、歯磨
き・食事・栄養指導など
問　県保険医協会（☎568-0066）

ハッピーファミリー
応援教室
①プレママ・プレパパスクール
▪時間：午後1時～4時
▪内容：妊娠期の心身の変化と過ごし
方、新生児の育児講座、妊婦体験、沐

もく

浴
よく

実習など
▪対象：初妊婦とその夫
▪定員：12組（先着順）
②親子スキンシップ教室
▪時間：午後1時30分～4時
▪内容：ベビーマッサージなど�
▪対象：生後3～5カ月児とその父母
▪定員：17組（先着順）
▪月日：6月22日㈯
▪場所：稙田市民行政センター
※両教室の参加者の交流会あり。
▪申込み・問　電話で、6月3日㈪から
県助産師会（☎534-0753）へ。

公共職業訓練8月受講生募集
▪内容：再就職するために必要な知識
と技能を6カ月間で習得
▪受講期間：8月2日㈮～令和2年1月
31日㈮
▪申込期間：6月3日㈪～28日㈮
▪その他：訓練コース説明会を6月18
日㈫に行います。詳しくは、大分職業
能力開発促進センター〈ポリテクセ
ンター大分〉（☎529-8615）へ。

街のホット情報

無料

無料

無料

開幕まであと
2019.9.20
ラグビーワールドカップ 2019™

™© Rugby World Cup Limited 2015.All rights reserved. 
111日

Fri.

（６月１日現在）

市報クイズ
　○に入る言葉は何かな？ヒントは、
この市報の中にあります！
島津軍を相手に鶴崎城で戦った女傑

「● ● ● 」
▪応募方法
　はがきに、答え、住所、氏名、年齢、電
話番号、市報の感想を記入し、6月15日
㈯〈消印有効〉までに広聴広報課（〒
870-8504　荷揚町2-31　☎537-
5713）へ。正解者の中から抽選で、大分
の味ご飯のお供セットを3人にプレゼ
ントします。
※当選者の発表は、発送をもって代え
させていただきます。

5月1日号「市報クイズ」の答え
大分市の歴史的建築物を巡るなら
「おおいた�文○ 化○ 遺○ 産○ �市内探索

マップ」をご利用ください。

善意の寄付が相次いでおります。
お礼申し上げます。
社会福祉協議会へ　
篤志寄付
▪宮﨑惠美子(寒田北町)
香典返し寄付
▪�大分地区　庄晃(曲)/佐竹南図子(千歳)/
上野豊廣(曲)/牧直正(三川下)/渡邊弥生
(城東町)/中村浩二(永興)/亀山信一(南
太平寺)
▪�鶴崎地区　山下和子(小池原)
▪�坂ノ市地区　河野和雄(王ノ瀬)/土井重
巳(一木)/木﨑久子(木田)/淵野政昭(坂
ノ市中央)/小手川豊(小佐井)/太田スエ
子(細)
▪�大南地区　岡山貢(判田台北)/首藤敏(志
津留)
▪�稙田地区　葛城栄司(東院)/髙崎仁志(光
吉新町)
▪�佐賀関地区　渡辺良弘(志生木)/渡邊孝
(志生木)/須﨑規郎(佐賀関)/中原義秀
(志生木)
▪�野津原地区　赤星良一(福宗)/佐藤邦男
(竹矢)
▪�市外　野村忠司(中津市)
� 以上4月14日受付分まで

善意の泉 敬称略

【4月末日現在】

大分市の面積と人口
※（　）は前月比

面　積 502.39㎢ 人　口 478,456人（＋598）〈住民基本台帳人口〉

男 229,825人（＋365） 女 248,631人（＋233） 世帯数 221,676世帯（＋978）
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国保税の軽減制度
　世帯（世帯主と被保険者、特定同一世帯所属者＊）の前年中（平成30年中）の総所得
金額等を合計した額が基準以下の場合に、均等割額・平等割額が減額されます。
＊特定同一世帯所属者…市町村国保から直接、後期高齢者医療の資格を取得した人

※基礎分、支援分、介護分ともに軽減割合は同じです。

国民健康保険税が軽減されます
　雇用保険の特定受給資格者または特定理由離職者として失業給付を受ける人
は、申告することで前年の給与所得を30/100とみなして国保税を算定します。

該当する世帯の所得額基準

必要なものは？

① 雇用保険受給資格者証をご用意ください
雇用保険の受給資格がない人や、離職日に
65歳以上の人は対象ではありません。
また、雇用保険特例受給資格者証「特」や雇用保
険高年齢受給資格者証「高」は様式が似ていま
すが、対象ではありませんのでご注意ください。

対象者は？

②「12.離職理由」の欄を確認
11・12・21・22・23・31・32・33・34の数字の
人が対象（特定受給資格者または特定理由
離職者）です。
※�上記以外の数字の場合は、軽減の対象で
はありません。

軽減の期間は？

③「11.離職年月日」の欄を確認
この日の翌日から翌年度末までの期間が軽
減期間です。
※�雇用保険の失業等給付を受ける期間と
は異なります。

軽減を受けるには、申告が必要です。
雇用保険受給資格者証を持って、国保年金課、各支所、各連絡所へ。
詳しくは、国保年金課　賦課・資格担当班（☎537-5736）へ。

区分 令和元年度 平成30年度

７割軽減 33万円以下 33万円以下

５割軽減 33万円+（28万円×被保険者等数）以下 33万円+（27.5万円×被保険者等数）以下

２割軽減 33万円+（51万円×被保険者等数）以下 33万円+（50万円×被保険者等数）以下

軽減を受けるには、申告が必要です。

雇用保険受給資格者証を持って、国保年金課・各支所・

　　　　　　　　　　　　　　　　連絡所へ申告してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　詳しくは、賦課・資格担当班へお尋ねください。（TEL537-5736）

雇用保険受給資格者証

１５．求　職　申　込　年　月　日 １６．認　　定　　日 １７．受給期間満了年月日

18．基　本　手　当　日　額 １９．所　定　給　付　日　数

２０．特　殊　表　示　（災害時、一括、巡相、市町村）

８．住　　所　　又　　は　　居　　所

９．支　払　方　法（金　融　機　関　コ　ー　ド　（口　座）　番　号）

１０．資　格　取　得　年　月　日 １１．離　職　年　月　日 １２．離　　職　　理　　由

１３．60　歳　到　達　時　賃　金　日　額 １４．離　職　時　賃　金　日　額

１．支　　　給　　　番　　　号 ２．氏　　　　　　　　　　　　　　　　名

３．被　保　険　者　番　号 ７．求　　職　　番　　号4．性別 ５．離職時年齢 ６．生年月日

会社の倒産・解雇などによる離職や雇い止めなどによる
離職をされた人へ

【令和元年度改正点】
軽減制度

（５割軽減、２割軽減）が
見直されました。
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320,700

012345678

1,300,000 1,300,000 700,000
112,450 32,370 17,500

3 　79,500 3 　23,100 2 　17,400
25,700 6,900 5,900

217,650 62,370 40,800

217,600 62,300 40,800

国民　健太 12 12 国民　康子 12 12 国民　保男 12

①基礎分、②支援分は国保加入者全員に課税されます。③介護分は 40
歳以上 65 歳未満（介護保険第 2号被保険者）の国保加入者に課税され
ます。それぞれの頂目は、下記A～Jの計算で算出されます。

F 限度超過額�＝���D-Eが賦課限度額（15ページ表�下段）
を超えた場合、超えた金額

G 月割減額�＝���年度の途中で国保の資格を取得・喪失し
た場合、資格がなかった月分の国保税を
12カ月分の税額から減額する金額

H 決定額�＝�D-E-F-G

●Ⅰ 年税額�＝�H（決定額①～③）の合計

J 被保険者の状況�＝���令和元年度の課税計算のもとと
なる状況（加入している人と加
入月数を記載しています）

C 平等割額
� 一世帯当たり、それぞれ算出します。
� 基礎分�25,700円　�支援分�6,900円　�介護分�5,900円

D 算出額�＝�A+B+C（12力月分の税額）　※100円未満切り捨て

E 軽減額�＝��（B+C）×軽減割合
　　　　　　（軽減に該当する世帯には軽減割合が表示されます）

B 均等割額
国保加入人数に、それぞれの額を掛けて算出します。介護分
は40歳以上65歳未満の国保加入者の数で算出します。

� 　　　　　�×�基礎分（26,500円）��＝79,500円
� 　　　　　�×�支援分（7,700円）�� ＝23,100円
� 　　　　　�×�介護分（8,700円）�� ＝17,400円

A�所得割額
�課税標準額（例では1,300,000円）に税率を掛けて算出しま
す。介護分は40歳以上65歳未満の国保加入者がいる場合の
み算出します（例では加入者２人、課税標準額は700,000円）。

� 　　　　　�×�基礎分（8.65%）�＝�112,450円
� 　　　　　�×�支援分（2.49%）�＝� 32,370円
� 　　　　　�×�介護分（2.50%）�＝� 17,500円

課税標準額とは、国保加入者の前年中（平成 30年中）の総所得金額等から
それぞれ 33万円を控除した金額の合計額です。

健太�（50歳）�
所得103万円

康子�（45歳）�
所得なし

保男�（23歳）�
所得93万円 の場合

課税標準額 基礎分 支援分 介護分
健太 103万円-33万円=70万円 ○ ○ ○
康子 ０円 ○ ○ ○
保男 93万円-33万円=60万円 ○ ○ ×

課税標準額の合計 130万円
（70万円+60万円）70万円

上記例
の
内訳

納税通知書の課税内容

A 
B 
C 
D 
E 
F 
G 

H 

●Ⅰ

J 

加入月数を表しています

※口座振替・特別徴収の人は様式が異なりますが項目は同じです。 お問い合わせの際は、通知書
に記載の通知書番号をお知ら
せください。

課　税
標準額

加入人数
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Welcome to OITA CITY
ついに始まるラグビーワールドカップ2019™日本大会。世界トップクラスの
チームによる熱い戦いに向けて、大分にやってくるチームとそのお国柄を紹介します。
第２回は王者ニュージーランドとの対決を見せてくれる北米の勇、カナダです。

　ロシアに次いで、世界で２番目に広い国土を持ち、金やウラン、石油の採掘など豊富な資源を持つカナダ。鉱業はもち

ろん、農業、林業や金融業も盛んです。アメリカとの国境に位置するナイアガラの滝や世界遺産のカナディアンロッ

キー、オーロラ観測のイエローナイフなど、豊かな自然を楽しめるスポットが有名な観光地となっています。

　カナダは、世界で初めて「多文化主義政策」を取り入れ、200以上の民族が共存しています。移民してきた人たちがカ

ナダの食材を使って、それぞれの食文化を発展させてきた結果、現在は「食の宝庫」と呼ばれるほど多種多様な料理が楽

しめます。

オタワ（国会議事堂） メイプルシロップ

NATIONAL  DATA
面積／9,985,000km2

人口／約3,650万人（2017年）　首都／オタワ

敗者復活予選から
下剋上を目指すカナダ

大分市はフィジー・ウルグアイの
公認チームキャンプ地です

TM © Rugby World Cup Limited 2015.All rights reserved.

Japan
Canada

ナイアガラの滝

ニュージーランド 

10/2 （水） 19:15
キックオフ

大分スポーツ公園総合競技場

カナダ

V

　国のシンボルであるメイプル（かえで）の葉を

エンブレムに掲げるカナダ代表チームは、敗者

復活予選で優勝し日本大会への出場を決めま

した。北アメリカでは唯一ラグビーワールド

カップの全大会に出場しており、1991年大会

でベスト８という成績を残しています。

Canada
vol.2

問　ラグビーワールドカップ・東京オリンピック・
　　パラリンピック推進局　☎574-6530
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年度途中に75歳になる人へ

国保税の納付が困難な場合は相談を

国保税の減免制度

※�「資格証明書」は、いったん医療費が全額負担となり、後
日、国保年金課の窓口で自己負担分を除く費用の支給請
求をしてもらうことになります。なお、支給費用は国保税
に充当していただく場合があります。

病気や災害、事業の休廃止などにより、納付がどうしても困難な場合は、国保年金課（☎537-5738）へご相談ください。

　国保税の納付が困難な人を対象とした減免制度を設けており、それぞれの基準により減免を受けられる場合がありま
す。該当すると思われる人は、早めに国保年金課へご相談ください。なお、減免を受けるには、事前に申請書の提出が必要
です（申請日以降に到来する納期の国保税が対象です）。

後期高齢者医療保険料の口座振替
　75歳の誕生日を迎え、国保から後期高齢者医療制度に移行した人は、国保税を口座振
替で納めていた場合でも、改めて口座振替の申し出が必要です。口座情報は引き継がれ
ませんので、ご注意ください。

保険証返還
　納期限から１年を経過する国保税が残っている場合は、
保険証を返してもらい、代わりに資格証明書を交付します
（特別の事情がある人、公費負担医療対象者等は除きます）。

１ 医療費全額負担
　医療費がいったん全額負担になり、各種医
療費助成の申請も制約されます。

２

　国保加入者で、令和２年３月
末までに75歳の誕生日を迎え
る人は、誕生日の前月までの国
保税を計算し、他の加入者の１
年分の国保税との合計額を年税
額としています。

１ 　国保税を年金天引き（特別徴
収）で納めていた人も、75歳の
誕生日を迎える年度分は普通徴
収（納付書または口座からの引
き落とし）になります。

２ 　後期高齢者医療保険料の決定
通知書は、75歳の誕生日以降に
郵送します。

３

給付の差し止め
　納期限から１年６力月を経過する国保税
が残っている場合、国保の保険給付が一時差
し止められます。

３

所得割減免
⃝�退職、失業、疾病などにより、当該年の所得
が前年に比べて著しく減少した場合
⃝�世帯主（擬制世帯主＊を含む）と国保加入者
全員の前年中の所得金額の合計が400万
円以下で、かつ、当年中の所得金額等の合
計が前年中の10分の７以下に減少すると
認められる場合

　＊�世帯主自身は国保でないが、世帯員が国
保に加入している世帯の世帯主

１ 天災等による減免
　天災により納税義務者
が障がいを負った場合
や、災害等により住宅や
農作物に被害が出た場合

２ その他の減免
　前年および当年中の収
入が生活保護基準等を準
用した金額以下の場合

３

特別な理由がなく国保税を滞納すると

還付金詐欺にご注意ください！！

市が電話などで皆さんにATM操作を依頼することは絶対にありません。「今日中に手続
きが必要」「ATMで手続きしてください」などの電話があったら要注意！すぐに最寄り
の警察署に相談してください！

※被扶養者に係る減免
　被用者保険（社会保険など）から後期高齢者医療制度に移行
した人で、65歳以上の被扶養者が国保被保険者になった場合

中央警察署 ☎ 533-2131
東 警 察 署  ☎ 527-2131
南 警 察 署  ☎ 542-2131
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ガレ竹ガレリア竹町ドーム広場
エコエコライフプラザ
ライフライフパル
パークパークプレイス大分
市美術市美術館
市場市公設地方卸売市場
駄原球豊後企画　大分駄原球技場

稙田セ稙田市民行政センター
ホルト J:COM�ホルトホール大分
べっぷべっぷアリーナ
漁協佐県漁協佐賀関支店周辺
昭和電ド昭和電工ドーム大分
アートアートプラザ
男女セ男女共同参画センター

▪場所

月mon. 火tue. 水wed. 木thu. 金 fri. 土sat. 日sun.

5/27 28 29 30 31 1 2
● 環境展 
午前10時30分～午後2時�
ガレ竹

●星 �春の星をみながら 
木星を待とう（～2日）�
午後7時30分～10時

● フリーマーケット（雨天中止） 
かえっこバザール 
午前10時～午後1時エコ �
☎588-1410

● おもちゃ病院 
午前10時～午後3時 ライフ �
☎090-7459-0915

●  おおいた 
人権フェスティバル2019 
午前10時～午後3時 パーク

●無  再生家具と再生自転車の 
抽選会 
午後0時30分～�
（受付は正午まで）エコ �
☎588-1410

3 4 5 6 7 8 9
●無  第1月曜日は美術

館で楽しもう！
エコバッグ作り 
午前10時～正午�
午後1時～3時�
市美術 �
☎554-5800

●星 �ようこそ木星、
春の星空めぐり 
午後7時30分～10
時

● 市公設地方卸売市場 
「市民感謝デー」 
午前9時～正午市場 �
☎533-3113※青果部のみ

●9  中央通り歩行者天国 
午後1時～4時

●13  �ラグビーワールドカップ 

2019TM  100日前イベント 
午後3時～ 駄原球

●無  歯の健康ひろば 
正午～午後4時 稙田セ �
午後0時30分～4時 ホルト �
☎536-2517

10 11 12 13 14 15 16
●Ｓ  バサジィ大分 対 

名古屋オーシャ
ンズ 
午後7時～�
べっぷ

●星 �木星と月夜の星
空めぐり 
（～16日）�
午後7時30分～10
時

● さがのせき朝市 
午前8時30分～�
（商品がなくなり次第終了）�

漁協佐 �
☎575-1000

●Ｓ  大分トリニータ 対  
名古屋グランパス 
午後7時～ 昭和電ド

● ARTPLAZA 
アートマーケット 
午前10時～午後4時�
アート �
☎538-5000

17 18 19 20 21 22 23
●星 �木星とアンタレ

スをさがしてみ
よう（～22日）�
午後7時30分～10
時

●星 �木星をみながら 
土星を待とう 
（28日～30日にも開催）�
午後7時30分～10時

24 25 26 27 28 29 30
●無  どこでも 

コンサート 
午後6時30分～
男女セ �
☎537-5663

●Ｓ  大分トリニータ 対  
浦和レッズ 
午後7時～�
昭和電ド �
※30日㈰に変更となる可能性あり

おおいた市 イベントカレンダー
6月
June

今
月
の
納
税

市税の納付は便利で確実な口座振替（自動払込）を
ご利用ください。� 問納税課　　　☎537-5611
� 問国保年金課　☎537-5616

「食育月間」です
日頃の食生活を見直すなど、できることから始めましょう。

「環境月間」です
節電やCO2削減の取り組みなど、環境保全への関心と理解を高めま
しょう。

6月20日～7月19日は 
「薬物乱用『ダメ。ゼッタイ。』普及運動実施期間」です
麻薬、覚せい剤、大麻、シンナーといった薬物の乱用がない社会をつ
くりましょう

●無無料イベント
●Ｓスポーツイベント
●今号掲載ページ
●星関崎海星館
　☎574-0100
　観覧料
　大人　420円
　高校生210円
　中学生以下無料

納期限

7 1㈪
市県民税
第１期

国民健康保険税
第１期

6月1日～7日は
「水道週間」です
スローガン「いつものむ　
� いつもの水に　日々感謝」

6月2日～8日は
「危険物安全週間」です

6月4日～10日は「歯と口の健康週間」です

6月24日㈪～26日㈬は、関崎海星館を臨時休館します。
松林�紗代（クラリネット） 島森�惠三（ヴィオラ）


